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I．研究の概要

　抗リン脂質抗体症候群（APS）は抗リン脂質抗体

に総称される幾つかの自己抗体の出現と動脈血栓

症、静脈血栓症、習慣流産などの多彩な合併症を

引き起こす自己免疫疾患であり、本邦における患

者数は 1 万人以上と推定されている 1）。抗リン脂

質抗体が病原性を有することは明らかとなって

いるが、その血栓形成機序は未だに解明されて

いない。

　私達の研究室では、APS 患者の血中は高度の

酸化ストレス状態にあることを見出し、酸化スト

レスや抗リン脂質抗体が血管内皮細胞および単核

球からのサイトカインおよびケモカイン産生を促

進することを報告した 2）。しかし、これまでの研

究は血管内皮細胞あるいは単核球の単培養におけ

る酸化ストレスや抗リン脂質抗体添加刺激による

結果であり、血管内皮細胞と単核球が共存し相互

作用がある生体内を反映しているとは言えない。

　本研究では、生体内に近い条件下で抗リン脂質

抗体症候群の病態発症機序を検討するために、血

管内皮細胞と単核球の共培養モデルについて基礎

検討を行った。培養モデルの作成としては、ヒ

ト大動脈血管内皮細胞（HAEC）と健常人末梢血単

核球（PBMC）それぞれの単培養モデル、HAEC と

PBMC が接着等により直接作用できる共培養モ

デル（接触系）、細胞が産生・分泌する拡散分子に

よってのみ作用できる共培養モデル（非接触系）を

作成し、酸化ストレス負荷実験および抗リン脂質

抗体添加刺激実験において 24 時間培養後、接着

分子の一種である VCAM-1 発現量をウエスタン

ブロッティング、また TNF-α 濃度を ELISA にて

測定を行った。単培養時に比べ共培養時に HAEC

の VCAM-1 発現量が低下し、接触系と非接触系

でも発現量に差がみられた。刺激前後においては

酸化ストレス刺激後において発現量に変化はみら

れず、抗体添加時による刺激については PT 添加

時に発現量に変化がみられ、231D 添加時では変

化がみられなかった。また、PBMC の TNF-α 産

生は HAEC との共培養条件で促進され、接触系

において特に産生量が増加した。血管内皮細胞の

接着分子発現や単核球の炎症性サイトカイン産生

は、単独培養なのか、共存下での培養なのかによ

り変化するため、生体内での血管内皮細胞と単核

球の共存における相互作用の関係について、今後、

APS における酸化ストレスや抗リン脂質抗体の

作用を解明する上で、共培養条件による検討が必

須であると考えられる。また、同一の培養条件で

あっても、実験日によって VCAM-1 の発現量が

単培養において高い場合と共培養において高い場
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合が認められ、酸化ストレスならびに抗リン脂質

抗体による接着因子発現量への影響については、

実験モデルの更なる検討の必要性が示唆された。

今後、生体内により近い種々の共培養条件にて更

なる検討を進め、APS の病態解明を目指したい。

II．受賞の感想

　山口大学大学院医学系研究科保健学専攻博士前

期課程に進学後自分にとって初めての学会発表で

した。研究データが不十分な状態での発表であっ

たため、不安な気持ちがありましたが、研究室の

先生方や先輩方、同期、後輩からの多くの支えに

より、発表を無事に終えることができ、その上、

名誉ある優秀発表賞を賜り、驚きと感謝の気持ち

でいっぱいです。今回の受賞で、研究への向上心

がより一層高まり、研究室のメンバーと一緒に抗

リン脂質抗体症候群に関する研究をさらに進め、

他の学会においても研究の成果を他大学の方々に

発信したいという気持ちが深まりました。このよ

うな貴重な機会を頂きました日本臨床検査学教育

学会学術大会運営の皆様、研究室の先生方、支え

てくださった全ての方々に感謝申し上げます。

III．将来の抱負

　本学会において他大学の方々の発表を拝聴しま

すと、興味深い研究成果から研究段階の結果など

様々な発表がありましたが、日々研究を努力され

ていることがひしひしと伝わりました。自分も負

けていられないと良い刺激を受けました。研究成

果が思うように出なくても諦めずにより多くの論

文に目を通し、本学会のように沢山の方々の発表

を拝聴して自分の研究に活かしていきたいと思い

ます。日々の研究を計画的に積み重ね、先生方と

のディスカッションを深め、抗リン脂質抗体症候

群における血栓症発症メカニズムの解明に貢献

し、自分が現段階で進めている研究や将来行って

いる研究が少しでも臨床において APS 患者さん

の役に立つことを日々願い、努力していく所存です。
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